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皮膚の役割

・体温調節
・ビタミンDの生成
・水分量の調節
・バリア機能 など

多くの機能を司る体の中で最も大きな臓器
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（ミディアム）

参考：医療用ステロイド外用剤 抗炎症活性によるグループ分け
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持田ヘルスケアHP

乾燥

角質層の水分が減少し
皮膚の柔軟性が欠け
炎症や痒みが起きた状態

尿素やグリセリンといった
水分保持力を高める
成分が有効

ひびなどの外傷がある場合は
尿素を避け
より刺激の少ない成分を選択
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紫外線は、波長の長さによって
UVA（紫外線A波）
UVB（紫外線B波）
UVC（紫外線C波）
に分けられます。
あまり聞いたことのないUVCは、
波長が短いため地表まで届かず、
ほとんどがオゾン層に吸収されます。
肌の日焼けの原因となるのは、
UVAとUVBです。

日焼けの原因
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炎症反応が起こると、細胞膜のリン脂質
に結合しているアラキドン酸から、酵素を
介してロイコトリエン、プロスタグランジン
が作られ、それらの作用で痛みや炎症な
どの症状が起こる

非ステロイド性抗炎症成分はプロスタグ
ランジンを作る過程を、ステロイドはその
前のアラキドン酸の働きを抑えるので、
ステロイドの方が非ステロイド性抗炎症
成分よりも強力な抗炎症作用を発揮する

副腎皮質ステロイド外用剤 作用機序



ステロイド外用剤の主な副作用



皮膚委縮症 酒さ様皮膚炎
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ヒトにおけるヒドロコルチゾンの経皮吸収性の部位差

吸収性の高い部位には
軽めのステロイド
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P372-373



P374-375



P376-377
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